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(旧3町村前年度6.3%減)

一般会計予算額一般会計予算額一般会計予算額92億4,000万円92億4,000万円92億4,000万円
平成16年度予算がスタート!

歳　入

△

△

△

△

△

△

 32億3,979万円

　2億7,983万円

17億1,000万円

　16億9,030万円

　4億7,866万円

　6億1,202万円

　3億600万円

　2億165万円

　2億円

　1億4,780万円

2,700万円

390万円

190万円

5,200万円

7,900万円

6,200万円

7,597万円

300万円

1,244万円

5,674万円

92億4,000万円

5,459万円

12億2,506万円

1億7,100万円

　1億2,890万円

　1億8,362万円

　3億1,257万円

6,407万円

4,596万円

5,000万円

3,903万円

619万円

390万円

190万円

813万円

460万円

786万円

530万円

0

9,705万円

784万円

6億1,990万円

35.1%

3.0%

18.5%

18.3%

5.2%

6.6%

3.3%

2.2%

2.2%

1.6%

0.3%

0.0%

0.0%

0.6%

0.9%

0.7%

0.8%

0.0%

0.1%

0.6%

町　　税

繰 入 金

地方交付税

町　　債

県支出金

国庫支出金

地方消費税交付金

分担金及び負担金

繰 越 金

地方譲与税

利子割交付金

配当割交付金

株式等譲渡所得割交付金

ゴルフ場利用税交付金

地方特例交付金

自動車取得税交付金

使用料及び手数料

交通安全対策特別交付金

財産収入

その他

歳 入 合 計

前年度比構成比

歳入 92億4,000万円

平
成
16
年
予
算
の

　
　
基
本
的
考
え
方
に
つ
い
て

【
歳
入
の
特
徴
】

歳入総額
92億4,000万円

町税
32億3,978万円
(35.1%)

地方交付税税
17億1,000万円
(18.5%)

町債
16億9,030万円
(18.3%)

繰入金
2億7,983万円
(3.0%)

県支出金
4億7,866万円
(5.2%)

国庫支出金
6億1,202万円
(6.6%)

地方消費税交付金
3億0,600万円
(3.3%)

分担金及び負担金
2億0,165万円
(2.2%)

繰越金
2億0,000万円
(2.2%)

地方贈与税
1億4,780万円(1.6%)

利子割交付金
2,700万円
(0.3%)

配当割交付金
390万円(0.0%)

株式等譲渡所得割交付金 190万円(0.0%) ゴルフ場利用税交付金 5,200万円(0.6%)

地方特例交付金 7,900万円(0.9%)
自動車取得税交付金 7,900万円(0.7%)

使用料及び手数料 7,597万円(0.8%)
諸収入 7,574万円(0.6%)
交通安全対策特別交付金 300万円(0.0%)

財産収入 1,244万円(0.1%)
寄付金 0.3万円(0.0%)

が
深
ま
る
共
生
型
社
会
を
実
現
す
る
町
づ

く
り
を
目
指
す
こ
と
を
目
途
に
し
な
が
ら
、

編
成
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
、
議
員

各
位
か
ら
の
ご
提
言
等
も
い
た
だ
き
、
事

務
事
業
の
見
直
し
、
補
助
金
の
削
減
、
修

繕
費
及
び
物
件
費
・
扶
助
費
等
、
経
常
経

費
の
抑
制
を
図
る
と
と
も
に
、
新
税
源
の

創
出
に
も
取
り
組
み
編
成
し
ま
し
た
。

��

　
町
税
に
つ
い
て
、
昨
年
度
当
初
と
比
較

す
る
と
1.71
％
増
の
32
億
３
９
７
９
万
円
を

見
込
み
、
全
国
的
な
地
方
税
の
伸
び
の
0.5

％
と
比
較
す
る
と
大
き
な
伸
び
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
企
業
業
績
の
好
転
に

よ
る
法
人
町
民
税
（
35
％
増
）
、
宅
地
化

　
平
成
16
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て
は
、

国
に
よ
る
三
位
一
体
改
革
や
景
気
の
低
迷

の
中
で
、
将
来
の
町
財
政
を
見
据
え
た
健

全
財
政
の
ル
ー
ル
及
び
基
準
づ
く
り
と
位

置
づ
け
て
編
成
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
環
境
（
地
域
づ
く
り
）
、
教

育
（
人
づ
く
り
）
、
観
光
（
経
済
）
、
交

流
（
融�

和
）
の
４
Ｋ
を
戦
略
目
標
と
し
て
、

環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
自
然
と
調
和
し

た
循
環
型
地
域
の
育
成
。
学
校
・
地
域
・

家
庭
に
お
け
る
子
ど
も
の
育
成
支
援
。
地

域
資
源
の
活
用
を
図
り
観
光
産
業
関
連
の

促
進
。
す
べ
て
の
人
が
自
立
し
て
い
き
い

き
と
し
て
生
活
し
、
ひ
と
り
一
人
の
交
流
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歳　出

 1億5,916万円

 13億3,570万円

14億895万円

13億4,583万円

　1億3,435万円

　5億1,104万円

13億1,098万円

　4億3,601万円

13億8,149万円

10億8,503万円

1億2,147万円

999万円

92億4,000万円

1,429万円

 17億2,757万円

1,217万円

2億円

4,818万円

　2億3,280万円

2,783万円

7,281万円

3億1,075万円

3億2,082万円

5,038万円

600万円

6億1,990万円

1.7%

14.5%

15.2%

14.6%

1.5%

5.5%

14.2%

4.7%

15.0%

11.7%

1.3%

0.1%

△

△

△

△

△
△

前年度比構 成 比

歳出／92億4,000万円

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

公 債 費

諸支出金

予 備 費

歳出合計

　
【
歳
出
の
主
な
内
容
】

議会費
1億5,916万円
(1.7%)

議会費
1億5,916万円(1.7%)

歳出総額
92億4,000万円

総務費
13億3,570万円
(14.5%)

民生費
14億0,895万円
(15.2%)

衛生費
13億4,583万円
(14.6%)

農林水産費
1億3,435万円
(1.5%)

商工費
5億1,104万円
(5.5%)

土木費
13億1,098万円
(14.2%)

消防費
4億3,601万円
(4.7%)

教育費
13億8,149万円
(15.0%)

公債費
10億8,503万円
(11.7%)

諸支出金
1億2,147万円
(1.3%)

予備費
1,000万円
(0.1%)

の
進
行
に
よ
る
固
定
資
産
税
の
土
地
家
屋

税
の
増
加
及
び
、
企
業
に
よ
る
設
備
投
資

に
よ
る
償
却
資
産
の
増
加
（
1.75
％
増
）
に

よ
る
も
の
で
す
。

�

他
の
一
般
税
源
に
つ
い
て
は
、
普
通
交

付
税
は
過
去
最
大
の
落
ち
込
み
と
な
り
ま

し
た
が
、
合
併
に
よ
る
特
殊
財
政
事
情
に

よ
り
、
特
別
交
付
税
は
約
３
億
の
増
額
を

見
込
み
、
地
方
交
付
税
全
体
で
は
11
％
の

増
額
。
ま
た
、
新
た
に
創
設
さ
れ
た
配
当

割
交
付
金�

株
式
譲
渡
交
付
金
を
5
8
0

万
円
、
地
方
贈
与
税
は
所
得
譲
与
税

3
7
8
0
万
円
を
含
め
36
％
増
。
景
気
回

復
に
よ
る
地
方
消
費
税
の
26
％
増
、
利
子

割
交
付
金
や
自
動
車
取
得
税
交
付
金
、
ゴ

ル
フ
場
利
用
交
付
金
も
15
％
前
後
の
伸
び

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

�

特
定
財
源
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
児

童
措
置
費
負
担
金
の
７
％
軽
減
。
国
・
県

の
支
出
金
は
経
常
的
な
負
担
金
補
助
に
加

え
合
併
に
よ
る
支
援
金
、
更
に
は
小
立
小

学
校
施
設
整
備
負
担
金
10
億
9
0
6
9
万
円
。

繰
入
金
は
、
各
財
産
区
か
ら
事
業
及
び
補

助
繰
入
金
と
し
て
、
総
額
１
億
5
4
0
1

万
円
。
公
共
施
設
建
設
基
金
か
ら
、
旧
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
の
解
体
及
び
不
燃
物
処
理

施
設
補
修
工
事
に
１
億
0
2
2
2
万
円
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。
町
債
は
、
16
億

9
0
0
0
万
円
を
見
込
み
、
合
併
特
例
債

と
し
て
町
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
改
修
、

防
災
無
線
更
新
、
学
校
建
設
、
町
民
体
育

館
改
修
、
町
道
施
設
設
備
等
の
事
業
に
７

億
６
5
3
0
万
円
を
充
当
し
て
い
ま
す
。

�

歳
入
の
内
訳
で
、
一
般
財
源
が
58
億

3
2
3
9
万
円
、
特
定
財
源
が
34
億

0
7
6
0
万
円
の
予
算
規
模
で
ま
と
ま
り

ま
し
た
の
で
、
財
政
調
整
基
金
等
の
取
崩

し
な
ど
非
常
的
措
置
は
講
ず
る
こ
と
な
く

編
成
で
き
て
い
ま
す
。

�

　
■
予
算
編
成
あ
た
っ
て
の

　
　
　
　
　
　
　
５
つ
の
基
本
施
策

１
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
。
規
定
路
線

又
は
そ
の
延
長
線
上
で
あ
る
事
務
事
業
の

見
直
し
廃
止
及
び
整
理
。
具
体
例
と
し
て
、

過
去
22
回
実
施
し
て
き
た
全
国
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
大
会
の
中
止
、
小
学
生
の
ス
キ
ー
教

室
の
廃
止
の
一
方
で
、
景
気
低
迷
に
よ
る

子
育
て
支
援
と
し
て
、
こ
こ
数
年
凍
結
さ

れ
て
い
る
保
育
料
の
平
均
７
％
の
軽
減

２
、
経
常
経
費
の
削
減
。
昨
年
度
の
旧
河

口
湖
町
分
と
比
較
す
る
と
70
～
80
%
に
縮

小
さ
せ
ま
し
た
。
（
消
防
団
員
を
80
名
減
員
、

敬
老
祝
い
金
の
節
目
の
年
で
の
給
付
）

３
、
物
件
費
の
削
減
。
合
併
に
よ
り
増
大

し
た
公
用
車
両
の
削
減
と
集
中
管
理
に
よ

る
維
持
費
の
節
約
や
設
備
保
守
の
一
括
集

中
扱
い(

消
防
設
備
保
守
委
託
を
15
%
・
電

気
保
安
業
務
手
数
料
を
５
%
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
保
守
管
理
料
は
８
施
設
ま
と
め
る
こ

と
に
よ
り
33
%
の
減
額)

４
、
人
件
費
の
削
減
。
職
員
等
の
給
与
は
、

官
民
格
差
の
是
正
や
経
済
情
勢
等
に
よ
り

年
間
給
与
の
５
年
連
続
の
減
額
。
管
理
職

手
当
の
16
%
カ
ッ
ト
。
時
間
外
手
当
支
給

の
圧
縮
や
県
内
旅
費
の
日
当
廃
止
。
町
三

役
及
び
教
育
長
給
与
の
５
%
カ
ッ
ト
。

５
、
新
し
い
財
源
の
確
保
。
法
定
外
公
共

物
の
譲
与
と
し
て
俗
称
赤
路
を
国
か
ら
町

に
譲
与
さ
れ
た
こ
と
で
、
そ
の
占
有
料
と

し
て
財
源
を
見
込
め
る
こ
と
。
ゴ
ミ
対
策

と
し
て
一
定
量
以
上
の
営
業
に
よ
る
可
燃

ゴ
ミ
の
収
集
を
対
象
に
有
料
化
す
る
こ
と

な
ど
の
改
善
に
よ
り
予
算
の
圧
縮
に
努
め

て
い
ま
す
。
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一　般　会　計

船　津　財　産　区

小　立　財　産　区

大　石　財　産　区

河　口　財　産　区

西　深　沢　財　産　区

勝　山　財　産　区

長　浜　財　産　区

西　湖　財　産　区

大　嵐　財　産　区

青木ヶ原外七字等財産区

大 石 簡 易 水 道 事 業

河 口 簡 易 水 道 事 業

小 立 簡 易 郵 便 局 事 業

足 和 田 簡 易 水 道 事 業

温　泉　事　業

河 口 湖 治 水 事 業�

船 津 公 園 墓 地 事 業

小 立 公 園 墓 地 事 業

勝 山 墓 地 事 業 

老　人　保　健

国　民　健　康　保　険

下　水　道　事　業　　�

92億4,000万円

3億5,250万円

6億5,227万円

　　　3,587万円

　　　5,117万円

　　　　 290万円

　　　9,894万円

　　　168万円

　　893万円

　　　2,687万円

　　　106万円

1,676万円

4,398万円

1,001万円

　　　5,061万円

1億4,710万円

4,458万円

　　　5,673万円

1,046万円

1,055万円

92万円

17億8,067万円

13億5,659万円

6.3%

0.4%

1.1%

33.0%

0.0%

0.5%

皆増

1359%

258%

0.0%

0.0%

18.1%

12.6%

0.0%

43.4%

190%

19.6%

2.5%

5.9%

皆増

3.7%

6.1%

4.5%

△

△

△

△

△

△

△

△

△

予　　算　　額 前年度比

会計別当初予算の額

�

■
16
年
度
の
主
要
施
策

総
務
費
関
係

・
旧
河
口
湖
町
役
場
庁
舎
の
改
修
工
事
費

・
生
活
路
線
バ
ス
の
赤
字
補
助
金
（
県
の

　
補
助
が
２
年
限
り
の
時
限
立
法
で
、
16

　
年
度
で
打
ち
切
り
。
西
湖
方
面
ま
で
追

　
加
運
行
す
る
レ
ト
ロ
バ
ス
と
併
せ
て
、

　
今
後
の
バ
ス
運
行
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
）

・
河
口
地
区
湖
畔
の
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
に
、

　
地
域
に
ゆ
か
り
の
あ
る
著
名
人
、
古
賀

　
政
男
や
井
伏
鱒
二
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
設

　
置
な
ど
の
調
査
費

・
地
域
活
性
化
調
査
委
託
事
業
と
し
て
、

　
大
嵐
地
区
の
活
性
化
を
図
る
た
め
民
間

　
資
本
等
の
導
入
を
は
か
り
な
が
ら
の
町

　
営
住
宅
等
の
整
備
計
画
費

・
健
康
科
学
大
学
の
学
生
宿
舎
助
成
金 

民
生
費
関
係

・
敬
老
祝
い
金
の
整
理
削
減
（
喜
寿
・
米
寿
・

　
百
歳
到
達
時
の
節
目
に
給
付
）

・
保
育
料
の
軽
減

衛
生
費
関
係

・
保
健
福
祉
の
基
点
と
な
っ
て
い
る
町
民

　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
大
規
模
改
修
費
（
改

　
修
後
は
、
健
康
科
学
大
学
に
よ
る
知
的

　
財
産
の
社
会
還
元
と
し
て
「
リ
ハ
ビ
リ

　
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
の
設
置
が
計
画
さ
れ
て

　
い
る
）

・
足
和
田
地
区
へ
の
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

　
ー
の
建
設
費

・
河
口
地
区
の
清
掃
事
業
敷
地
に
リ
ユ
ー

　
ス
セ
ン
タ
ー
の
新
築
費

農
林
水
産
費
関
係

・
遊
休
農
地
の
有
効
活
用
策
と
し
て
、
遊

　
休
農
地
管
理
委
託
事
業
費

・
湖
の
恵
と
し
て
の
ワ
カ
サ
ギ
・
ヒ
メ
マ

　
ス
の
水
産
資
源
拡
大
と
特
産
品
と
し
て

　
の
再
開
発
を
目
指
す
養
殖
事
業
の
調
査

　
費
補
助
金

商
工
費
関
係

・
旧
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
の
跡
地
利
用
の
た

　
め
の
解
体
整
備
事
業
費

・
西
湖
地
区
「
い
や
し
の
里
」
原
風
景
創

　
出
事
業
と
し
て
、
建
設
費
及
び
用
地
購

�

入
費

土
木
費
関
係

・
河
口
湖
イ
ン
タ
ー
線
道
路
建
設
費

・
道
路
幅
が
狭
い
町
道
乳
ケ
崎
線
の
拡
幅

　
改
良
事
業
の
基
本
設
計
費

・
勝
山
地
区
。
街
並
み
環
境
整
備
事
業
費

・
勝
山
中
央
道
路
及
び
勝
山
・
足
和
田
線

　
改
修
事
業
費

・
小
立
区
画
整
理
事
業
費

・
く
ぬ
ぎ
平
サ
ブ
サ
ッ
カ
ー
場
の
建
設
費

　
と
本
芝
張
工
事
費

�

河
口
湖
北
岸
を
カ
エ
デ
通
り
、
南
岸
を

　
桜
通
り
に
し
て
い
く
街
路
事
業
費

消
防
費
関
係

・
消
防
団
員
の
削
減
と
分
団
の
縮
小(

消
防

　
団
員
を
3
7
5
人
か
ら
2
9
5
人
に
減

�

員
し
、
組
織
も
８
分
団
か
ら
６
分
団
に

　
縮
小
す
る)

�

教
育
費
関
係

・
小
立
小
学
校
普
通
教
室
建
設
事
業
費(

本

　
校
舎
と
渡
り
廊
下
お
よ
び
外
構
工
事
費)

・
図
書
館
及
び
子
ど
も
創
造
館
の
基
本
計

　
画
詳
細
設
計
費

・
豊
か
な
心
を
育
て
る
人
づ
く
り
事
業
補

　
助
金

温
泉
事
業
関
係

・
温
泉
の
第
三
源
泉
掘
削
調
査
費

予算と税金の比較

*�平成１６年３月１日現在の人口で計算

◆町民1人当りに使われる町の予算◆

388,889円

◆町民1人当りが負担する税金◆

136,354円

本年度の一般会計を町民１人当たりで計算すると、
次のとおりになります。
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�

浅
川
に
お
住
ま
い
の

外
川
き
み
ゑ
さ
ん
は
、

明
治
37
年
３
月
15
日
生

ま
れ
で
、
今
年
満
１
０

０
歳
を
迎
え
ら
れ
ま
し

た
。
町
で
は
き
み
ゑ
さ

ん
の
１
０
０
歳
の
誕
生

日
に
、
町
長
が
外
川
さ

ん

の

お

宅

を

訪

問

し
、
記
念
品
を
贈
り
ま

し
た
。

�

き
み
ゑ
さ
ん
の
益
々

の
長
寿
を
祈
念
し
ま
す

。

��

　
富
士
河
口
湖
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ(

大
石
秀
世
代

表)

は
、
昨
年
11
月

に
結
成
し
た
ば
か

り
の
新
生
野
球
チ

ー
ム
で
す
が
、
２

月
下
旬
に
行
な
わ

れ
た
第
12
回
全
日

本
春
季
大
会
関
東

支
部
予
選
大
会
に

お
い
て
、
２
回
戦

で
優
勝
候
補
筆
頭

の
足
立
フ
ェ
ニ
ッ

ク
ス
、
決
勝
で
は

前
年
度
優
勝
の
諏

訪
ド
リ
ー
ム
を
破
り
、
初
出
場
に
し
て
堂
々
の
優
勝
を

果
た
し
、
全
国
大
会
の
切
符
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。

�

全
国
大
会
は
３
月
下
旬
、
岡
山
県
の
倉
敷
マ
ス
カ
ッ

ト
球
場
他
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

�

【
部
員
　
中
学
２
年
生
５
名
、
中
学
１
年
生
12
名
】

���

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
「
北
麓
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
」
は
、

２
月
29
日(

日)

甲
府
市
小
瀬
武
道
場
で
開
催
さ
れ
た

「
第
13
回
ク
ロ
ネ

コ
カ
ッ
プ
山
梨

県
大
会
」
に
出
場

し
、
普
段
の
練
習

の
成
果
を
十
分

発
揮
し
、
見
事

３
連
覇
を
成
し

遂
げ
ま
し
た
。

�
３
月
６
日(

土

群
馬
県
前
橋
市

・
群
馬
ア
リ
ー

ナ
で
開
催
さ
れ

た
「
第
13
回
ク

ロ
ネ
コ
カ
ッ
プ

関
東
大
会
」
に

山
梨
県
第
一
代
表
で
出
場
し
、
関
東
七
県
か
ら
勝
ち
抜

い
て
き
た
32
チ
ー
ム
中
「
準
優
勝
」
の
成
果
を
挙
げ
、

関
東
代
表
チ
ー
ム
と
し
て
、
３
月
21
日(

日)

東
京
都
・

東
京
体
育
館
で
開
催
さ
れ
る
「
第
13
回
ク
ロ
ネ
コ
カ
ッ

プ
春
の
全
国
小
学
生
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
」
に

出
場
し
ま
し
た
。

�

夏
の
全
日
本
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
に
続
き
、

２
度
目
の
全
国
大
会
出
場
で
選
手
た
ち
も
「
夏
の
準
優

勝
」
を
上
回
る
成
績
を
挙
げ
る
と
張
り
切
っ
て
い
ま
し

た
。
特
に
６
年
生
は
最
後
の
大
会
と
な
り
ま
す
の
で
、

悔
い
の
な
い
よ
う
全
力
で
が
ん
ば
る
と
気
合
が
入
っ
て

い
ま
し
た
。
結
果
は
、
一
回
戦
で
敗
退
し
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
今
度
は
新
６
年
生
チ
ー
ム
で
が
ん
ば
っ
て
も

ら
い
た
い
も
の
で
す
。

����
｢船

津
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

（
女
子
）｣

は
、
去
る
２
月
29
日
（
日
）�

、
３
月
６

日
（
土
）
に
牧
丘
第
一
小
学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た

｢

第
10
回
山
梨
県
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
新
人
大
会｣

に
南
都
留
地
区
予
選
第
１
位
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

�

山
梨
県
下
か
ら
24
チ
ー
ム
が
各
地
区
代
表
と
し
て
参

加
を
し
、
船
津
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
（
女
子
）
が
第
３
位
に
な
り
ま
し
た
。
惜
し
く
も

準
決
勝
で
敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
３
位
決
定
戦
で

は
、
素
晴
ら
し
い
白
熱
し
た
試
合
内
容
で
観
衆
を
大
い

に
沸
か
せ
、
見

事
勝
利
を
お
さ

め
ま
し
た
。

�

今
後
も
、
練

習
を
重
ね
今
よ

り
も
良
い
成
績

・
結
果
を
残
す

こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
頑
張
り

ま
す
の
で
、
町

民
の
皆
さ
ま
も

応
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま

す
。

ご
長
寿
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

外
川
き
み
ゑ
さ
ん
１
０
０
歳
！

硬
式
ベ
ー
ル
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
が
結
成
３
ヶ
月
で

快
挙
！
　
関
東
を
制
し
、
全
国
大
会
へ

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
北
麓
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

夏
に
続
き
、
春
も
「
全
国
大
会
」
出
場
成
る
！

船
津
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
女
子
チ
ー
ム
が
、
第
10
回
山
梨
県
ミ
ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
新
人
大
会
第
３
位
の
快
挙
！

まちかど情報局まちかど情報局情報局
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�梶原弁護士(町顧問弁護士)、行政相談員、心配ごと相談員、人権擁護委員さん方に対応

していただいています「行政相談・心配ごと相談」ですが、４月から下記の要領で実施し

ますので、ご利用下さい。また、県の機関においても、様々な相談を受付けていますので

併せてご利用下さい。

　総務大臣から委嘱を受けた行政相談員さんは、旧町村で各１名づつの３名が、国の仕事に関する苦情などの相

談などを受け付け、助言や関係行政機関に対する通知等を行なっています。相談は、口頭、電話、手紙のいずれ

の方法でも結構ですのでお気軽に相談してください。

無料弁護士相談
�◆�日　時　毎月５、15、25日

�　　　　　　午後1時～4時

�　（この日が土・日・祝日の場合は直後の平日）

�◆�場　所　県民相談センター相談室

　�　　　　（県民情報プラザ２階：甲府市）

　　※�相談は、予約制、1人当たり30分

�

テレビ電話相談
�◆県の各合同庁舎に設置したテレビ電話を使って、

　　 県民相談センターの専門相談員が直接相談に応

　　 じます。

�◆利用方法　南都留合同庁舎へ申し込んでください。

　　　　　　　　　　　　　　（0554‐45‐7800）

�◆�開設時間　午前9時～午後4時

電話相談
�◆�県民相談センター　055‐223‐1366～9

　◆�富士北麓・東部地域振興局

　�　　　　　　（0554‐45‐7800　内線2041）

�◆�月曜日～金曜日（祝日除く）午前9時～午後4時

各種消費生活相談
�消費生活に係るいろんな相談に対応します。

　◆�消費生活センター地方相談室

�　　　　電話；２４－９０３０（吉田合同庁舎内）

毎月２０日は、「行政相談・心配ごと相談」日です！毎月２０日は、「行政相談・心配ごと相談」日です！毎月２０日は、「行政相談・心配ごと相談」日です！

開 設 場 所

開 設 時 間

弁護士相談

行政相談

心配ごと相談

町民(小立) ふれあいセンター 勝山ふれあいセンター(勝山出張所) 足和田出張所

午前10時～午後２時

午前10時～午後２時

行政相談員

心配ごと相談員

午後１時～４時

行政相談員

心配ごと相談員

人権擁護委員

午後１時～４時

行政相談員

心配ごと相談員

午後１時～４時午後１時～４時

午前１０時～１２時�(毎月) 午後１時～３時�(奇数月)午後１時～３時�(偶数月)

■県の機関での各種相談

【国の仕事に関する苦情などは、行政相談員さんへ】

　法務大臣から委嘱を受けた人権擁護委員さんは、人権を侵害された方から口頭や文書で被害の申告を受けたら、

直ちに事情を聴取してその内容を法務局長に通報し、関係機関への勧告など等の処置を講じる職務を担っていま

す。皆さんの人権に関する被害や悩みなどありましたら、気軽に相談してください。

【基本的人権の侵害等に関することは、人権相談委員さんへ】

行政相談員名

白 壁  勝 雄

堀 内  孝 治

堀 内  大 八

小佐野成太郎

住　　　　　所

船津８４６－３

大石1055

７２－０１４３

76‐7926

赤 池  孝 男 船津3844-3 72‐0026

蒔 田  弥 生 河口2043-1 76‐8348

森 　  智 洪 小立139 72－1559

外川喜重郎 船津4732-1 72－0580

梶 原  一 栄 長浜６０６ ８２－２４４６

勝山９１ ８３－２３２０

電　話　番　号

人権擁護委員 住　　　所 電 話 番 号

清 水 　  功 勝山609 83‐2207

勝山969-2 83‐2850

渡 辺  孝 次 西湖2175-4 82‐2502

渡 辺  勇 一 西湖西５-２ 82－2009

人権擁護委員 住　　　所 電 話 番 号

?
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「健康」はいきいきと生きるための資源です

�満足できる人生のために

「健康」はいきいきと生きるための資源です

�満足できる人生のために

「健康」はいきいきと生きるための資源です

�満足できる人生のために
　だれもが、いつまでも今と変わらない生活を送りたいと願い、無意識に同じ生活を送っているのが当

たりまえと思っています。しかし、年をとったり異なった生活を続けると身体に不調がおきてきます。

早くから、それらに気づき、毎日の生活を振り返り、生活の内容を変えていくことが速度を遅くするこ

とにつながります。

　そして、どんなに生活習慣に気をつけていても老化が進んでいることがあります。毎日、忙しくて、「おや？」

と思わずに老化が進んでいることもあります。自覚症状がなくても体が老化していることがあるということ

です。これが、進行してくると「生活習慣病」になるのです。自覚症状がないまま進行する「生活習慣病」

を、早期に発見し、初期段階で老化の芽をつむことができるのが、生活習慣病検診です。毎年１回、定期に

検診を受けることをおすすめします。

　今年度、新たに「赤ちゃん広場」が始ま

ります。　　

１歳未満のお子様が対象です。　　　

保健師による、体重測定・相談を行います。

皆さん、ご自由に来所下さい。

　日時　４月16日（金）午前10時～12時

�場所　勝山ふれあいセンター内児童館

★希望される方は電話でお申し込みください。★

　■申し込み期間　４月１５日（木）～２３日（金）【土日を除く】

�■申し込み内容　受診日・検診内容・住所・氏名・生年月日

⇒平成１６年度生活習慣病検診予定表は各世帯に配布されます。

�　　　各自確認された上で、申し込み期間内に電話にてお申し込みください

　　　�前よりも疲れて、寝ても寝ても疲れが取れない。

　�白髪がふえた。　しわが多くなった。　　腰が曲がった

　　　　�小食になった。　歩くと疲れる。

①自然にくる老化からなるもの

②自分でつくる生活習慣からつくられる老化なるもの

あなたの身体の調子はいかがですか？

　　　　「おや？」と思う変化はありませんか？

なぜ、そうなるのでしょうか？

�　　　　　　　　　体の老化からなります。

�年１回の生活習慣病検診で体の老化の進行速度がわかります。

５月は、勝山地区で実施します！（５月１７～１９日）

「はじめまして！赤ちゃん広場です」

　今は、「無病息災」を求めるためにだけではなく、「自己実

現」(長生きをする)を達成するために早死にや障害に合うこと

を防ぎ、豊かで満足できる生活を追求する時代になっています。

「病気がないこと」が最終目的でなく健康であり、そこからい

きいきとした満足のいく生活を送ることが、健康・生きるの目

的です。

　そのために、生活の質(QOL)を維持すること、病気になる前

段階のライフサイクルを改善することが重要と考えられます。

「今は、元気だし、生活習慣病なんて関係ない」と思っていて

も、不規則な生活やストレスによって体は少しずつ老化してい

るかもしれません。

　「食生活」「運動」「休養」「飲酒」「喫煙」の5つのポイ

ントからライフサイクルを見直してゆきましょう。

次回から5つのポイントについてシリーズで掲載します。
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こ
ろ
ば
な
い
よ
う
に
暮
ら
す
方
法

　
　
　
　
　
　
作
業
療
法
学
科
　
講
師
　
　
伊
藤
　
貴
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
作
業
療
法
士
）

健
康
科
学
大
学
コ
ー
ナ
ー

健
康
科
学
大
学
コ
ー
ナ
ー

　　
お
年
を
召
し
た
方
々
か
ら
は
、
よ
く
「
こ
ろ
ん
だ
」「
ケ
ガ

を
し
た
」
と
話
を
伺
い
ま
す
。
高
齢
に
な
る
と
、
ど
う
し

て
も
身
体
の
機
能
が
低
下
し
ま

す
の
で
、
こ
ろ
ぶ
こ
と
も
多
く

な
っ
て
し
ま
う
よ
う
で
す
。
こ

ろ
ぶ
こ
と
は
後
で
一
大
事
へ
と

つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
今
回
は
そ
の
お
話
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

�

１
.
転
ぶ
と
ど
う
な
る
か
？

①
骨
折
を
し
や
す
い

　
こ
ろ
ん
だ
方
向
に
よ
っ
て
、
骨
折
し
や
す
い
身
体
の
場

　
所
が
あ
り
ま
す
。

・
前
方
に
こ
ろ
ぶ
　
↑
手
を
着
い
た
時
に
手
首
付
近
（
橈

　
骨
）
を
骨
折
し
や
す
い
。

・
後
方
に
こ
ろ
ぶ
　
↑
尻
も
ち
を
着
い
て
腰
椎
圧
迫
骨
折

　
と
な
り
や
す
い
。

・
横
に
こ
ろ
ぶ
　
↑
脚
の
付
け
根
と
呼
ば
れ
る
大
腿
骨
骨

�

折
と
な
り
や
す
い
。

②
骨
折
す
る
と
ど
う
な
る
か

　
し
ば
ら
く
ギ
プ
ス
で
固
定
し
た
り
、
骨
折
場
所
に
よ
っ

て
は
手
術
を
行
い
ま
す
。
そ
う
な
る
と
身
体
の
運
動
が
制

限
さ
れ
、
筋
力
の
低
下
や
生
活
の
不
自
由
さ
へ
と
つ
な
が

り
ま
す
。
特
に
足
の
骨
折
は
、
歩
け
な
く
な
る
だ
け
で
は

な
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
寝
た
き
り
状
態
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

２.
ど
こ
で
こ
ろ
び
や
す
い
か
？

�

全
国
的
な
調
査
に
よ
る
と
、
外
出
時
の
屋
外
が
最
も
多

い
の
で
す
が
、
家
の
中
で
起
き
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
特
に
、
階
段
で
す
べ
る
、
居
間
で
つ
ま
づ
く
、
と

い
う
の
が
多
い
よ
う
で
す
。

�

３.
ど
の
よ
う
な
時
に
こ
ろ
び
や
す
い
の
か
？

�

こ
ろ
び
や
す
い
と
い
う
悪
条
件
が
い
ろ
い
ろ
と
重
な
っ

て
く
る
と
、
こ
ろ
ぶ
確
率
も
高
く
な
り
ま
す
。

①
屋
外
で
の
悪
条
件

・
路
面
が
す
べ
り
や
す
い
（
雨
や
雪
が
降
っ
た
後
な
ど
）

・
段
差
が
わ
か
り
に
く
い
（
暗
い
場
所
、
目
が
悪
い
時
）

・
す
べ
り
や
す
い
靴
（
す
べ
る
底
、
か
か
と
が
高
い
靴
）

②
家
の
中
で
の
悪
条
件

・
階
段
が
急
で
手
す
り
も
な
い

・
浴
室
な
ど
に
手
す
り
が
な
い

・
通
路
の
照
明
が
暗
い

・
ふ
だ
ん
行
き
来
す
る
場
所
が
片
付
い
て
い
な
い

・
家
電
製
品
や
敷
物
を
多
く
使
っ
て
い
る

③
自
分
自
身
の
悪
条
件

・
い
そ
い
で
い
る
時

・
あ
わ
て
ん
ぼ
う
の
性
格
の
人

・
両
手
に
荷
物
な
ど
を
持
っ
て
い

　
る
時

・
寝
起
き
な
ど
で
ボ
ー
っ
と
し
て

　
い
る
時

４.
こ
ろ
ん
だ
と
き
は

�

ま
ず
、
頭
を
打
っ
て
い
な
い
か
ど
う
か
確
認
し
ま
す
。

声
を
掛
け
て
返
事
が
な
い
時
に
は
、
こ
ろ
ん
だ
ま
ま
の
状

態
で
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
び
ま
す
。

　
返
事
が
で
き
る
場
合
に
は
、
自
分
で
起
き
上
が
れ
る
か

ど
う
か
を
確
認
し
ま
す
。
痛
み
な
ど
で
起
き
上
が
れ
な
い

時
は
、
無
理
に
動
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
脚

の
付
け
根
を
打
っ
た
場
合
は
骨
折
し
て
い
る
可
能
性
が
高

い
の
で
、
立
っ
た
り
歩
い
た
り
せ
ず
、
す
ぐ
病
院
へ
行
き

ま
し
ょ
う
。
ま
た
切
り
傷
な
ど
で
出
血
が
あ
っ
た
ら
、
し

っ
か
り
と
圧
迫
を
し
て
応
急
手
当
を
し
ま
す
。

　
こ
ろ
ん
だ
時
に
は
「
大
し
た
こ
と
が
な
い
」
と
思
っ
て

も
、
実
は
ね
ん
ざ
や
骨
折
を
し
て
い
た
り
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
頭
を
打
っ
た
時
は
「
出
血
し
た
か
ら
大
丈

夫
だ
ろ
う
」
と
思
っ
て
い
て
も
、
脳
へ
の
衝
撃
が
来
て
い

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
特
に
高
齢
の
方
は
、
こ
ろ
ん
だ
後

は
念
の
た
め
病
院
に
か
か
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

�

５.
こ
ろ
ば
な
い
た
め
の
工
夫

①
外
へ
出
る
時

・
雨
や
雪
の
降
っ
た
後
は
、
な
る
べ
く
外
出
を
控
え
る
。

・
す
べ
り
に
く
く
、
安
定
の
よ
い
靴
を
は
く
。
（
女
性
の

　
場
合
、
か
か
と
が
高
く
て
細
い
靴
は
危
険
で
す
。
）

・
両
手
に
荷
物
を
持
た
な
い
よ
う
に
す
る
。

・
カ
バ
ン
や
バ
ッ
グ
は
、
手
さ
げ
よ
り
肩
か
け
が
よ
い
。

・
ズ
ボ
ン
は
、
伸
び
の
よ
く
動
き
や
す
い
素
材
が
よ
い
。

②
家
の
中
で
は

・
階
段
や
浴
室
に
は
手
す
り
を
つ
け
る
。

・
段
差
の
あ
る
と
こ
ろ
は
、
明
る
い
照
明
に
す
る
。

・
よ
く
行
き
来
す
る
と
こ
ろ
は
、
き
れ
い
に
片
付
け
て
お

�

く
。
（
新
聞
紙
や
雑
誌
、
箱
な
ど
を
置
き
っ
放
し
に
す

　
る
と
、
そ
れ
を
踏
ん
だ
り
し
て
こ
ろ
び
ま
す
。
）

・
玄
関
や
台
所
の
敷
物
は
、
す
べ
ら
な
い
よ
う
に
ゴ
ム
製
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�

な
ど
の
す
べ
り
止
め
を
間
に
は
さ
ん
で
敷
い
て
お
く
。

・
家
電
製
品
の
電
気
コ
ー
ド
が
、
行
き
来
す
る
と
こ
ろ
に

　
這
わ
な
い
よ
う
に
す
る
。

・
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
へ
り
は
、
め
く
り
上
が
ら
な
い
よ
う
に

　
止
め
て
お
く
。

・
こ
た
つ
の
上
掛
け
の
近
く
を
歩
か
な
い
。

③
普
段
の
心
が
け

・
し
な
や
か
で
丈
夫
な
身
体
を
つ
く
る
。

・
あ
わ
て
た
り
、
い
そ
い
だ
り
し
て
歩
か
な
い
。

・
動
作
は
い
つ
も
、
ゆ
っ
く
り
と
行
な
う
。

・
物
を
一
度
に
い
っ
ぱ
い
、
手
に
持
た
な
い
。

��

町
の
方
で
も
、
転
倒
予
防
に
つ
い
て
の
催
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
ら
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
、
い
つ
ま
で

も
お
元
気
を
保
つ
よ
う
に
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

��

　
私
た
ち
健
康
科
学
大
学
の
学
生
は
、
野
球
、
サ
ッ
カ
ー
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
吹
奏
楽
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ク
ラ
ブ
や

サ
ー
ク
ル
を
次
々
と
立
ち
上
げ
て
、
活
動
を
開
始
し
た
と

こ
ろ
で
す
。
新
設
さ
れ
て
間
も
な
い
私
た
ち
の
大
学
に
は
、

ま
だ
付
属
の
体
育
館
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
多
く
の
ク
ラ
ブ
や
サ
ー
ク
ル
が
富
士
河
口
湖
町

に
あ
る
施
設
を
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
活
動
し
て

い
ま
す
。
活
動
場
所
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
富
士

河
口
湖
町
の
関
係
者
の
み
な
さ
ま
に
は
改
め
て
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
お
世
話
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

さ
て
、
今
回
は
数
多
く
の
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
の
中
か

ら
、『
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
』
と
『
バ
ス
ケ
ッ
ト
サ
ー
ク
ル
』

を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

�

『
バ
ス
ケ
ッ
ト
サ
ー
ク
ル
』

�

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
サ
ー
ク
ル
は
二
つ
あ
り
、
週
２

回
、
町
民
体
育
館
を
お
借
り
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
部

員
数
は
合
計
３
０
人
ほ
ど
で
、
人
気
の
あ
る
サ
ー
ク
ル
の

一
つ
で
す
。
二
つ
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
サ
ー
ク
ル
は
合
同
で
練

習
を
し
た
り
、
近
隣
の
大
学
と
練
習
試
合
を
し
た
り
と
、

そ
の
活
動
ぶ
り
は
な
か
な
か
積
極
的
で
、
自
由
で
楽
し
い

サ
ー
ク
ル
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

『
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
』

　
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
は
河
口
湖
中
央
公
民
館
の
大
ホ
ー
ル

を
お
借
り
し
て
、
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
を
メ
イ
ン
に
活
動

し
て
い
ま
す
。
部
員
数
は
、
現
在
、
男
子
が
17
人
、
女
子

が
11
人
の
合
計
28
人
で
、
ま
だ
１
年
生
し
か
い
な
い
私
た

ち
の
大
学
で
は
比
較
的
大
き
な
サ
ー
ク
ル
で
す
。

　
最
近
で
は
、
講
義
や
演
習
の
合
間
の
休
み
時
間
を
利
用

し
て
、
校
庭
で
ダ
ン
ス
を
楽
し
む
学
生
の
姿
も
見
ら
れ
る

に
な
り
ま
し

た
。
夕
暮
れ

時
の
富
士
山

を
バ
ッ
ク
に

し
ば
し
踊
り

に
熱
中
す
る

彼
ら
の
姿
は

と
て
も
す
が

す
が
し
く
、

輝
い
て
さ
え

見
え
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
活
動
へ
の
ご
協
力
に
感
謝

　
　
　
　
　
　�

　
健
康
科
学
大
学
新
聞
部
（
学
生
代
表
）

校舎を背景に、ダンスサークルのメンバー

富
士
河
口
湖
町
学
生
宿
舎
設
置
促
進
条
例
を
制
定
！

　
町
で
は
富
士
河
口
湖
の
地
で
充
実
し
た
学
生
生
活
を
送

っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
町
内
に
健
康
科
学
大
学
の
学
生

を
受
け
入
れ
る
学
生
宿
舎
の
設
置
を
促
進
す
る
た
め
、
３

月
議
会
で
「
富
士
河
口
湖
町
学
生
宿
舎
設
置
促
進
条
例
」
を

制
定
し
ま
し
た
。

　
健
康
科
学
大
学
は
、
平
成
15
年
4
月
に
富
士
河
口
湖
町

小
立
に
開
校
し
た
大
学
で
す
。
現
在
1
期
生
が
2
8
1
名

お
り
、
平
成
18
年
度
に
4
期
生
を
迎
え
る
ま
で
毎
年
約

2
6
0
名
の
入
学
予
定
者
が
生
ま
れ
、
そ
の
内
、
宿
舎
入

居
者
は
約
1
9
0
名
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

助
成
対
象

・
学
生
宿
舎
を
町
内
に
新
築
す
る
者

・
宿
舎
組
合
に
加
入
し
て
い
る
者

・
地
方
税
法
の
固
定
資
産
税
の
減
額

　
を
う
け
て
い
な
い
者

・
学
生
が
入
居
し
て
い
る
者

・
町
に
住
所
を
有
す
る
者

・
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
者

助
成
金
額

・
新
築
し
た
宿
舎
に
か
か
る
固
定
資

　
産
税
相
当
額
の
2
分
の
１

助
成
期
間

・
３
年
間
、
３
階
以
上
の
耐
火
構
造

　
物
に
つ
い
て
は
５
年
間

�

◆
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　
　
町
役
場
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
へ

　
　
　
　
　
　(

℡
７
２-

６
０
２
３)
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１０

６５歳以上の方の介護保険料が変わりました６５歳以上の方の介護保険料が変わりました６５歳以上の方の介護保険料が変わりました
　河口湖町、勝山村、足和田村の合併に伴い、平成１６年４月から適用される富士河口湖町の介護保険

料が決まりました。

� 富士河口湖町の介護保険料は、河口湖町、勝山村、足和田村がそれぞれ定めていた介護保険事業計画

を基に算定を行ったもので、３月定例町議会において介護保険条例の一部改正が認められ、

基準の月額（基準額）は２，３４７円となりました。

　　65歳以上の方の保険料は基準額をもとに、低所得の人に過重とならないように所得状況等に応じて段階的

　に決められ、次のとおりになります。

対         象          者

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

年間の保険料額

生活保護の受給者

老齢福祉年金受給者であって本人

及び世帯全員が住民税非課税の人

基準額×０．５

� 　１４，０００円

基準額×０．７５

� 　２１，１００円

基準額×１．０

� 　２８，１００円

基準額×１．２５

�   ３５，２００円

基準額×１．５

�   ４２，２００円

本人及び世帯全員が住民税非課税

の人

世帯の誰かに住民税が課税されて

いるが、本人は住民税非課税の人

本人が住民税課税で前年の合計所

得金額が２００万円未満の人

本人が住民税課税で前年の合計所

得金額が２００万円以上の人

※１００円未満切り捨て

　介護保険制度では、国と県、市町村

が標準給付額(費用の総額から利用者

負担分を除く)の50%を負担すること

になっており、その内訳は国が２５%、

県が12.5%、町が12.5%を負担します。

残りの５０%は被保険者が負担するこ

とになっており、その内訳は第1号被

保険者(65歳以上)が１８%、第2被保険

者(40～64歳)が３２%の割合となって

います。

保険料率（年間保険料）

国民健康保険よりお知らせ国民健康保険よりお知らせ国民健康保険よりお知らせ
　国民健康保険では、低所得者階層に対して国民健康保険税の負担の軽減を図る制度があります。

ただし低所得世帯であっても住民税の申告がされていなければ国民健康保険税の減額の対象になりま

せん。またこの所得は高額療養費の自己負担限度額にも適用されます。まだ住民税の申告をされていな

い方は、町役場税務課において常時受け付けていますので、早めに申告してください。

　　　　　　　　　� ◆問合せ先　保険課・国民健康保険係　℡７２－６０２６

　医療機関で高額の一部負担金を支払ったときで、次の

ような場合には、申請により限度額を超えた分が支給さ

れます。

●1人の人が1ヶ月に、同じ医療機関に支払った一部負担

　金が右表の限度額を超えたとき、超えた分が払い戻さ

　れます。

●同一世帯で１ヶ月に、一部負担金を21,000円以上支払

　った場合が２回以上あったとき、それらを合計して、右

　表の限度額を超えた分が払い戻されます。(世帯合算)

※世帯合算は、家族の一部負担金を合算するだけでなく、

　１人の人が１ヶ月に複数の医療機関等で一部負担金を

　支払っている場合も適用できます。

●同一世帯で、12ヶ月以内に4回以上高額療養費の支給　

を受けるとき、４回目からは、1ヶ月に右表の限度額を　

超えた分が払い戻されます。(多数該当)

=高額医療費豆知識=

■ (※)基礎控除後の所得が670万円を超える世帯

厚生労働大臣が定める特定疾病(血友病、血液凝固因子製剤の

投与に起因するHIV感染症、人工透析が必要な慢性腎不全)の

場合については、ひとつの医療機関で１ヶ月10,000円までの

負担となります。市町村の国保担当窓口で「特定疾病療養受領

証」の交付を受け、医療機関の窓口に提出してください。

住民税
課税世帯

住民税非課税世帯

上位
所得者
(※)

139,800円

77,700円

40,200円

24,600円35,400円

一　級

3回目まで 4回目以降

実 際 の 医 療 費 が
466,000円を超えた
場合は、超えた分の
1%の 額 を 加 算

72,300円
実 際 の 医 療 費 が
241,000円を超えた
場合は、超えた分の
1%の 額 を 加 算

＝自己負担限度額 (月額)＝
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